
科目 当年度 前年度 増減

Ⅰ．一般正味財産増減の部 　

  経常増減の部 　

  （1）経常収益 　

　　　①特定資産受取利息（管理費対応分） 18,980 19,738 △ 758

　　　②賛助会員受取会費（管理費対応分） 810,000 810,000 0

　　　③受取寄附金（管理費対応分） 2,800,000 5,300,000 △ 2,500,000

　　　④受取寄附金振替額（管理費対応分） 7,300,000 7,000,000 300,000

　　　⑤雑収益（管理費対応分） 90 64 26

　　　　経常収益 計 10,929,070 13,129,802 △ 2,200,732

  （2）経常費用

　　　①事業費

　　　　研究助成事業費（実施事業費）

　　　　　助成金 7,300,000 7,000,000 300,000

　　　　　通信運搬費 0 1,440 △ 1,440

　　　　　　小　計 7,300,000 7,001,440 298,560

　　　　一般啓発事業費

　　　　　賃借料 0 263,665 △ 263,665

　　　　　諸謝金 222,741 776,852 △ 554,111

　　　　　印刷製本費 0 29,250 △ 29,250

　　　　　旅費交通費 0 15,000 △ 15,000

　　　　　通信運搬費 0 0 0

　　　　　雑費 48,000 434,733 △ 386,733

　　　　　　小　計 270,741 1,519,500 △ 1,248,759

　　　　　事業費　計 7,570,741 8,520,940 △ 950,199

　　　②管理費

　　　　　役員報酬等（注） 0 402,311 △ 402,311

　　　　　会議費 19,053 624,758 △ 605,705

　　　　　旅費交通費 25,110 112,990 △ 87,880

　　　　　通信運搬費 95,724 147,979 △ 52,255

　　　　　賃借料 990,000 981,000 9,000

　　　　　消耗品費 0 171,160 △ 171,160

　　　　　雑費 433,913 479,456 △ 45,543

　　　　　管理費　計 1,563,800 2,919,654 △ 1,355,854

　　　　経常費用　計 9,134,541 11,440,594 △ 2,306,053

　　　　　当期経常増減額 1,794,529 1,689,208 105,321

　　　　　当期一般正味財産増減額 1,794,529 1,689,208 105,321

　　　　　一般正味財産期首残高 10,131,139 8,441,931 1,689,208

　　　　　一般正味財産期末残高 11,925,668 10,131,139 1,794,529

Ⅱ．指定正味財産増減の部

　　　　　一般正味財産への振替額 7,300,000 7,000,000 300,000

　　　　　当期指定正味財産増減額 △ 7,300,000 △ 7,000,000 △ 300,000

　　　　　指定正味財産期首残高 189,800,000 196,800,000 △ 7,000,000

　　　　　指定正味財産期末残高 182,500,000 189,800,000 △ 7,300,000

Ⅲ．正味財産期末残高 194,425,668 199,931,139 △ 5,505,471

  
（注）：役員報酬等とは評議員・理事･監事に支払われた日当である。 
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　 （単位：円）

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

特定資産 　

　定期預金 189,800,000 182,500,000

合　　　計 189,800,000 182,500,000

　 （単位：円）

科目 当期末残高 （うち負債に対応

　する額）

特定資産 　

　定期預金 182,500,000 （ 182,500,000 ） （ 0 ） -                              

　　　合　計 182,500,000 （ 182,500,000 ） （ 0 ） -                              

7,300,000

　からの充当額） 　からの充当額）

（うち指定正味財産

7,300,000

内容

経常収益への振替額

　実施事業の財源確保のための振替額

合　計

金額

（単位：円）

　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

　特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

　②消費税等の会計処理は税込み処理によっている。

2.特定資産の増減額及びその残高

0 7,300,000

3.特定資産の財源等の内訳

4.指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

（うち一般正味財産

2020年度　財務諸表に対する注記
　

　①2006年度から「公益法人会計基準（平成16年10月14日）公益法人等の指導監督等に関する関係省庁

　　連絡会議申合せ」を採用している。

7,300,000

　特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

0

1.重要な会計方針


